




























































































































































況から 12 の小グループに分けられ、全体として 6 段階の変遷をたどることが明らかとなっ
た。そして、各段階にはグループを超えた同調性の高い変化が生じており、それらは基本
的に地域首長層の政治的再編成をともなう政治変動を反映したものと考えられることから、
かつて論じられたような首長権輪番制説は成立しがたいことを主張した。また、後期段階
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の前方後円墳がのちの評（郡）域にほぼ対応しているという学説の妥当性を検証するとと
もに、首長墳造営の画期には、政治構造上の変化にとどまらず支配領域の再編成をともな
っていた可能性が高いと推論した。 
第 8 章「古墳時代政治構造の地域的把握」は、駿河地域における事例分析をつうじて、
前章と同様の視点から古墳時代の政治構造と支配領域の問題を論じたものである。駿河地
域では、近年前期古墳を中心とした調査・研究に大きな進展があり、終末期にいたる大型
古墳の変遷を長期的に把握することが可能となった。それらの成果をふまえると、同地域
における大型古墳の変遷は 7 段階に整理することができ、各段階には地域首長層の政治的
再編成をともなう政治構造の変化を認めることができる。そこから、対象地域全体の構造
的理解として、前期を「地域移動型優占的構造」、中期前葉～中葉を「地域横断型重層的構
造」、中期後葉～後期を「地域分立型並列的構造」と位置づけた。さらに、それらの構造転
換に際しては、前段階までの支配領域を再編する動きが生じていたものと想定した。すな
わち、「地域移動型」から「地域横断型」への移行は、前段階までの支配領域を前提としな
がらその内部に蟠踞する新旧首長の後裔を再編・統合する動きであったとみられるのに対
し、「地域横断型」から「地域分立型」への移行は、古墳時代前期の基礎地域を単位とした
支配領域に再び分割する動きであったと理解したのである。これらの点をふまえたとき、
地域における大型古墳の段階的変化を中央の動きに連動した政治変動とみなす学説には一
定の有効性が認められるものの、そこには政治構造の変化や支配領域の再編という理解を
十分に組み込む必要があると指摘した。 
終章「総括と展望」では、本論文の結論として、古墳時代中期に本格化するヤマト王権
による軍事組織形成への動きは中期前葉と中期後葉に大きな画期があり、前者は地方有力
首長の介した組織化への動き、後者は地方有力首長の関与を排し、王権がより直接的に地
方の中間層を組織化する動きとしてとらえられることを論じた。また、そうした変化を同
工品論にもとづく甲冑供給体制のあり方としてみたとき、中期前葉～中葉における「間接
配布型」から、中期後葉における「直接配布型」への移行として理解できる可能性を示し
た。一方、各地域にみられる大型古墳（首長墳）の段階的な変化には総じて共通の画期が
認められ、その背景にはヤマト王権の主導により進められた政治構造の変革や支配領域の
再編という動きがあったことを指摘した。そして、とくに大がかりな変化が認められる中
期前葉と中期後葉は軍事組織形成のうえでも重大な画期と位置づけられることから、それ
らの時期に生じた政治構造の変化は、ヤマト王権による軍事的施策と密接なかかわりをも
つものと推定した。ただし、古墳時代中期以降に実効性を高めたヤマト王権による軍事組
織は、軍事力の占有と階層化の進展度において国家段階に対応する「公的強力」と評価し
うるものであるが、中間層の直接的な組織化が積極的に進められた中期後葉の一時期（雄
略朝期）をのぞけば、基本的には地域首長による在地支配の枠組みに依存したものであり、
その点において国家的な軍事組織としては未成熟な側面をあわせもつものであったと結論
づけた。 
